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非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２２Ｆカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】ヒトと環境にやさしい機械を創造 機械工学の中核をなす材料力学の基礎的な問題を解けるように
するための専門的知識と課題解決能力 なる。

⇔

２４Fカリ･機械ﾛﾎﾞｯﾄ, ２３Ｆカリ･機械ﾛﾎﾞｯﾄ

【2023年度以降ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】機械工学・ロボット学と関連する 機械工学の中核をなす材料力学の基礎的な問題を解けるように
幅広い工学分野の専門的知識を有する なる。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 本授業科目は、工学における材料力学の基礎と位置付け、応力とひずみから始まり、棒の引張と圧縮へ
進み、はりの曲げまでの数式の理解と解析能力を養成する。

(5)授業計画 本講義は100分授業で実施します。ただし、中間試験を行うため、下記では16週間の計画となっています。
（講義×14回＋中間試験＋期末試験）

第 1週：力のつり合いと力のモーメントのつり合い
第 2週：応力とひずみの定義
第 3週：応力とひずみの関係
第 4週：応力‐ひずみ線図、真応力と真ひずみ
第 5週：静定問題と不静定問題
第 6週：熱応力
第 7週：軸のねじり
第 8週：ねじりの不静定問題
第 9週：中間試験
第10週：はりの曲げに関する基礎知識
第11週：せん断力と曲げモーメント（集中荷重）
第12週：せん断力と曲げモーメント（分布荷重）
第13週：断面二次モーメント・曲げ応力
第14週：はりのたわみ曲線（集中荷重）
第15週：はりのたわみ曲線（分布荷重）、授業アンケート回答
第16週：期末試験

(6)成績評価の方
法

材料力学の基礎および棒の引張と圧縮の応用問題に関する理解度を測る中間試験：40％
中間試験の範囲＋はりの曲げに関する理解度を測る期末試験：60％
これらの合計点数が満点の60%以上をもって合格とする。
なお、授業への参加態度や適宜実施する小テストの得点を加味する場合がある。

(7)成績評価の基
準

＜評定については次の評価基準を基本としている＞
秀： 授業の達成目標の水準から見て卓越している＝かなり難しい応用問題が解ける
優： 授業の達成目標の水準よりかなり上にある　＝やや難しい応用問題が解ける
良： 授業の達成目標の水準よりやや上にある　　＝応用問題が解ける
可： 授業の達成目標の水準にある　　　　　　　＝授業で示した例題と同レベルの問題が解ける
不可（D）： 授業の達成目標の水準よりやや下にある
不可（F）： 授業の達成目標の水準にない

(8)事前事後学習
の内容

本シラバスで示した各回の授業内容について、予習してから授業に臨むこと。
また、授業で学んだ事柄を自分の言葉で説明できるように事後学習として整理すること。
この授業は90時間の学修を必要とする内容である。従って、60時間の時間外学習が必要となる。

(9)履修上の注意

(10)質問,相談へ
の対応

質問や相談は随時受け付ける。
電子メール（kosekiアットマークshinshu-u.ac.jp）で時間予約の後、居室を訪問すること。

(11)学生へのメッ
セージ

常に「もの」をイメージし、考え方や式の意味を実際の現象と結び付けて理解するように心がけてくだ
さい。

(12)その他

【教科書】 JSMEテキストシリーズ「材料力学」日本機械学会編（丸善）

【参考書】 JSMEテキストシリーズ「演習 材料力学」日本機械学会編（丸善）


